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市原：それではこれから石井勲さんのお話を伺いたいと存じます。

「幼児の漢字教育をめぐって」という題でございます。石井さん

は多年小学校の教育に携わりながら、幼児が漢字をどういうふ

うにして覚えるかを研究され、さらにその成果を幼稚園の児童

にも及ぼしてごらんになり、たいへん顕著な効果を持つことを

経験なさいました。またそれと同じようなやり方によって、猿に

あるフィギュアを見せますと、まるで字を読むのと同じように行

動ができるというような、そういうこともなさっていらっしゃいます。

きょうはそれらのことも含めて、漢字というものが実に不思議な

ものであるということをお話し下さると思います。それではお願

い致します。 


